
令和５年度「まちづくり懇談会」開催報告書【花泉地域】

１ 会の概要 

日時 11 月 20 日(月) 18:30～20:00 場所 花泉支所 203 会議室 

対象地区 花泉地域 対象者 
仕事、生活、ボランティア、趣味等で

輝いている方 

テーマ 一人ひとりが「輝く」ためには （人が輝く、人を育てる「ひとづくり」について） 

参加者 
仕事、生活、ボランティア、趣味等で輝いている花泉地域在住又は勤務している方など

５人 

市出席者
花泉支所長、次長兼地域振興課長、市民福祉課長、産業建設課長、一関南消防署長、 

花泉図書館長 

特記事項

２ 会で出された意見等及び対応方針 

№ 区分 項目 内容 対応方針または回答内容等 備考 

1 意見 ひとづくり 

伝統芸能継承 

チャレンジしたいと思う

気持ちを大切にし、子ど

もたちや高校生のやる気

を取りこぼさない。地域

住民のサポートがひとづ

くりには必要だと思う。

2 その他 ひとづくり 

ボランティア

活動 

日本舞踊を通じて福祉施

設などでボランティア公

演をしている。踊りで社

会を明るくできるように

地道に地域の役に立てる

よう活動をしていきた

い。、 

3 意見 ひとづくり 

子育て支援 

子どもの接し方が分から

ず孤立している親が多く

なってきたと思う。中学・

高校生の時から、子育て

で起こりうる事や、困っ

たら誰かに助けを求めて

も良いことを伝える必要

がある。「地域の大人は地

域で育てる」活動が必要

と感じている。 

4 意見 ひとづくり 

子育て支援 

子どもに本を読んであげ

ることは図書館業務のな

かで大切な児童サービス

だと思う。また、読み聞か

せの中にわらべ歌を取り

入れ困ったときも嬉しい



時もわらべ歌でやり過ご

せることを伝えている。

ボランティア団体と図書

館職員との連携で、学び、

助け合い、一緒に質を高

めていきたい。 

5 意見 ひとづくり 

地域づくり 

子どものころから、地域

の方々が地域活動を盛り

上げる姿を見せた方が良

い。子どもから高齢者ま

で一緒に集い、「これをや

りたい」という声を応援

できる仲間と、資金面の

援助、支援体制など「地域

力」が必要である。 

小中高生と一緒に活動をす

る、又は支援することが地域

の魅力を理解してもらうう

えで大事なことで、ここに住

みたい、戻ってきたいと思っ

てもらえるような、魅力のあ

る地域づくりを目指してい

る。皆さんには地域で育てる

という面でもご協力いただ

いていると感じている。 

6 意見 ひとづくり 

地域活性化 

花泉地域の踊りの団体６

団体のうち、子どもが所

属しているのは当団体の

みで、高齢化の課題も深

刻である。踊りに限らず

市内外で様々な活動をし

たり、様々な行事へ参加

協力をすることで、人と

人とのつながりができ、

活動の輪が広がる。常に

楽しみ（行事）があること

や、世代間の交流により

人材育成や地域の活性化

につながる。 

7 その他 地域貢献 フリーランスのオンライ

ン作業で仕事している

が、交流がないので、自分

のパフォーマンスをあげ

て、それを地域に還元で

きるように貢献できれば

と思い、活動をしている

。 

8 その他 働き方 コロナ禍で、リモートワ

ークも認識されてきてお

り、花泉に住みながら仕

事は東京や大きな企業と

取引している。しかし、一

人で作業することの孤独

感や不安感があり、リモ

ートワークの難しさと厳

しさを感じており、最初

からオンラインでの仕事

はお勧めできない。 

地域での活動をしながら、オ

ンラインで仕事をするとい

うバランスが大事。 



9 提案 ひとづくり 

起業経営支援 

何か志して一人でやり始

めようと思った時、ネッ

ト情報が正しいかどうか

判断がつかないことが多

い。専門家またはそれに

長けている人たちの話を

聞いたり現物を見られる

ようなマッチングサービ

スがあれば、さらに先へ

と歩みを進めて行けるの

かなと思う。 

10 意見 ひとづくり 

後継者問題 

後継者問題について、高

齢になってから若い世代

の後継ぎを探してもジェ

ネレーションギャップ

で、難しくなる。ギャップ

を小さくするため、年齢

間隔を５歳10歳という狭

いところで引き継げるよ

うな仕組みづくりと地域

環境になれば良い。 

11 提案 ひとづくり 

魅力ある地域

づくり 

小学校、中学校時に、将来

自分が就く仕事のため

の、いろいろな一流の情

報に触れる機会があると

良い。 

12 意見 地域活性化 地域の魅力は、まずはそ

の地域の人が認識したう

えで、幅広い層の方が集

える場所をつくり、イベ

ントを招致・開催し、外の

地域から人の流れをつく

ることにより、対外的に

宣伝をしていくことが必

要。地域内外に対する情

報発信の場やツールが必

要である。 

13 意見 地域づくり 地域で、誰がどのような

ことをしているのか分か

らなくなってきた。活動

している人が情報をどん

どん発信して、引っ張っ

ていくしかないと思う。

14 要望 イベントホー

ルについて 

踊りの団体は高齢化で、

舞台発表会など花泉総合

福祉センターの椅子の出

し入れが大変である。階

段式のホールが欲しい。



15 その他 広報いちのせ

き取材依頼 

広報に掲載いただき多く

の反響があった。私の仕

事（フリーランスのオン

ライン作業）について、知

人等の理解が深まり良か

ったし、「もう後には引け

ない、前へ進み続けるぞ」

という気持ちになった。

貴重な話を紹介いただき感

謝する。地域のひとづくりに

ついて政策を検討する際の

参考とさせていただく。今後

も一緒に地域が活気づく魅

力的な花泉なるよう、ご協力

いただきたい。 

ボランティアをやめたい

と思った時期もあった

が、続けていこうと決心

したきっかけになり、同

時期に依頼されていた県

の委員も務める意志を強

めた。

会社のＰＲも兼ねてお受

けした。自分の活動(伝統

芸能継承)をアピールで

きて感謝したい。他にも

様々な活動をしている方

はいるはずだが、自分が

最初に掲載されること

で、他の人も続いて取材

を受けてくれれば良いと

思った。 


